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い、T.アーン(1710-1778)の出演した劇場

跡等を通って、ヘンデルの《メサイア》上

演会場に向かった。これは今では現代音楽

センターの隣に位置する。鉄の柵の奥がそ

の舞台であるといいつつ、ガイドはその前

に立ち、何かを隠している。そしてこの作

品が紹介された頃の、ダブリンの人々の気

持ちを、象徴的に示しているとも言えるも

のが立っています、といってから脇にのい

た。私達はよくわからないままに、奥を覗

き込んだ。そこにあったのは、裸体の青年

が今にもジ、ヤンプして水に飛び込もうとし

ている、瑞々しい銅像であった。遠足の終

わりに、川向こうに評判のカフェ・レスト

ランがある、と教えてくれた。それは

「チャーチ」という名であるとのこと。以

前はまさに教会で、あったのに、今はオルガ

ンのあるバルコニーはそのままに、昼間か

ら夜まで、誰でも気軽に入れる憩いの場所

となっている。大胆に豊かな想像力を用い

て、多くの昔の建物を別の目的に流用して

いるのである。アイルランド人のメンタリ

ティの一端を見た想いである。

飛行場に向かうパスの車窓から、一戸建

ての町並みを眺めていた。どこかで見たも

のと良く似ている。まさにシドニ一大会の

時に見た建物そっくりである。そういえば

この国から出奔してオーストラリアヘ、あ

るいはアメリカ大陸へと渡っていった人た

ちが多くいたのである。長い複雑な歴史を

持った園、どこにいても故郷を深く愛した

多くの文学者、独特の音楽をもった人々。

伝統を固守するばかりでなく、いざという

時には、大胆で勇敢に立ち向かう気骨を

持った人々。この協会の大会を通して、今

まで多くの未知の国を訪問することができ

た口それらの地点はいつか結ばれ、線とな

り得ると心に刻み、帰路についた。

(あらかわっねこ)
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音楽ライブラリアン養成の現状

伊藤真理

2011年IAMLダブリン大会期間中の7

月27日に、公共図書館部会PublicLib-

raries Branchとサービス・研修委員会

Commission on Service and Training主催

により、

librarians"と題するセッションが開催され

た。当該セッションは 著者による発表と、

Amelie Roper氏 CRoyalCollege of Music， 

Londonil) による発表、およびRoper氏に

よる研修実習の三部で構成された。本稿で

は、筆者による発表は別稿でまとめる予定

であるため簡単に触れ、 Roper氏による発

表内容を中心に音楽ライブラリアン養成に

ついて考察する。

周知のとおり、日本国内では音楽ライブ

ラリアン専門の教育体制がなく、就職した

後に、様々な研修をとおして学ぶことにな

る。現職者は館内研修、館外研修、および

自助努力によってスキルアップするととが

求められている口一般に図書館界では、人

材の不足、多様な形態の職員の雇用に伴う

専任職員の減少、予算の縮小といった問題

がある。そのため、職員は体制的に保障さ

れた研修を受講しにくくなっている口この

傾向は、音楽図書館も同様である。

こうした背景から、筆者は音楽ライブラ

リアンの将来に強い危機感を抱いており、

近年の研究活動として音楽ライブラリアン

養成をテーマとしている。職務の関係で公

共図書館を取り上げることが多いことか

ら、第 l段階として公共図書館での音楽情

報サービスの視点から研究を進めている。

そこで、まず一般の図書館での音楽情報

サービスにおいて必要とされる専門的な知

識やスキルに関する要件を分析した。要件

抽出のために、 2006年に IAML公共図書

館部会に所属する会員を対象とした、公共

図書館の音楽ライブラリアンの意識に関す

るアンケート調査を実施した口筆者の発表

題目“Musiclibrarian education in Japan: 



An update on the research since 2007"に

ある 2007とは、 2007年ナポリ大会にお

いて行った上記調査報告のことであるii)。

現在は、それら要件を修得するための自学

用プログラムの構築を目指している。

筆者の発表では、まず日本の図書館が持

つ特殊な、かつ世界共通と思われる問題と、

とれまで日本国内で実施された研修の特徴

について説明した口そして、館種を問わず

音楽情報サービスに関わる図書館員を対象

とした国立国会図書館の音楽セミナーや、

音楽ライブラリアン養成をテーマとした

IAML日本支部による 30周年記念事業が開

始されたことを紹介して、国内の研修状況

についてまとめた。

Amelie Roper氏(<glngemarJohansson) 

次いで、“Bridgingthe gap: Developing 

professional education for music library 

staff in the UK and Ireland"と題して、

Roper氏によるイギリス・アイルランド

(UK&lrl)支部での研修活動について発表

(写真)があった。題目中のギャップとは、

音楽ライブラリアンのスキルや経験と音楽

図書館で必要とされるスキルの溝のことで

ある。この溝を埋めるために、 UK&lrl支部

は、研修・教育委員会Coursesand 

Education Committeeを組織して館外研修

活動を行っている。

UK&lrl支部は、 1996年以降89回の研

修を実施し、 1300人以上の講師を派遣す

るという実績を持っているiii)o 研修の内容

としては、各種の 1日講習会、インフォー

マルな形での初心者ライブラリアンに対す

2012年2月29日

るメンタリングやネットワーク作り、館種

別の定期的な音楽ライブラリアン対象セミ

ナ一、図書館情報学科目への出講や出版物

の刊行、若手ライブラリアンの著述に対す

る表彰などがある。

1日講習会には、研修対象者および業務

別に、下記のような数種類が用意されてい

る。これらの講習会は、 1996年以降 51回

実施され、延べ700人以上の講師を派遣し

ている。最も頻繁に実施されているのが、

一つ目にある“Musicfor the terrified"で、

実施回数の約半数を占めている。以下に、

各講習会の概要を記す。

.Music for the terrified. 

年2-3回実施。

基礎的な音楽知識を持たない音楽図書館

職員を対象として、音楽資料や質問回答

に自信を持って対応できるようにするこ

とを目的とする。

用語や資料についての知識、 OPACでの

音楽資料の探し方、著作権、基礎的な質

問回答などについて講義。質問回答形式

の演習あり。

.Success with music interlibrary loans. 

年 1回実施。

図書館間相互貸借での音楽資料の取り扱

い方について、用語や楽譜の基礎知識、

資料の所在検索などについて講義と演

習。

.Virtuoso skills for music enquiries. 

隔年 l回実施。

上級レベルの質問回答サービスについて

の知識とスキルを修得するととを目的と

する。

インタビューのスキル、印刷体およびオ

ンラインのレフアレンス情報源の紹介、

インターネット検索技術についての講義

と、質問回答の演習。

.Music cataloguing for beginners. 

毎年実施。

MARC21とAACR2に基づく印刷楽譜目
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録の導入編口

用語、楽譜で使用する MARC21フィー

ルドや英米目録規則 (AACR2)についての

基礎知識、書誌レコードの選択や編集に

ついての演習。書誌レコードの機能要件

(FRBR)や ResourceDescription and 

Access (RDA : 2010年刊行の AACR2に

代わる新しい目録規則)の概要を含む。

.Managing music collections. 

不定期。

音楽の基礎知識を持たないライブラリア

ンを対象とした、音楽コレクション構築

の基礎に関する講座。音楽資料の管理や

保存など、演習を含む。

実習の様子(<TlngemarJohansson) 

最後に、 UK&Irl支部で実施している研修

を体験するための実習が行われた。実際に

研修で使用している初心者向けの楽譜目録

作業の配布資料を使ったもので、資料に貼

られた付婆の色別にグ、ループに分かれての

楽しい実習だった。当日行った実習では、

ミニチュアスコアを対象として、表紙、タ

イトルページ、目次、楽譜の最初のページ

が印刷された資料を見ながら、書誌レコー

ドを完成させるというものだった。

MARC21のフィールドの名称、フィールド

のタグ、インディケータやデータを穴埋め

式で記録するもので、楽譜資料に固有なプ

レート番号や出版者番号などの記録のしか

た、目次情報の入力などが理解できる。目

録では、数年後に新しい目録規則を適用し

た書誌レコードの作成を行うことになる

が、こうした導入的な練習問題を用意して
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おくことは大きな助けになると感じた。

UK&Irl支部の研修活動は、国内の状況が

類似していることから、日本支部30周年

記念事業を進めるにあたって大いに参考に

なるモデルである。 UK&Irl支部の活動は、

2009年IAMLアムステルダム大会でのサー

ビス・研修委員会のセッションでも紹介さ

れている。その際に、 RiaWarmerdam氏

によりオランダも同支部の活動をモデルに

していることが紹介されているiv)o 各国の

事例を活用しながら音楽ライブラリアンの

養成体制を整え、自国用に適した研修を継

続的に実施していくことが期待されるD

(いとう まり)

注・参考文献

i) Roper氏は，現在ケンブリッジ大Christ's 

Collegeに在職されており、 当該所属は発

表時のものである。

ii)伊藤真理.音楽図書館情報学のための研修

プログラム構築について .IAMLニューズ

レター， 2009， no. 34， p. 13-15. 

iii) IAML UK&Irl Branchの研修内容について

の詳細は、下記URLを参照のこと。

http://www.iaml.info/iaml-uk-irl/training. 

html， [Accessed 2011-12-01] 

iv) Service and Training commission repo口

from 2009 conference in Amsterdam. 

http://www.iaml.info/en/ activities/ service 

_and_training/2009， [Accessed 2011-

12-01] 



IAMLダブリン会議大会初参加の記

寺本圭佑

2011年7月24日から 29日にかけて、

アイルランド共和国の首都ダブリンで

IAMLの国際会議が開催された。 IAML日本
支部の参加補助金を賜り、私はこの会議に

参加することができた。私の専門とする研

究分野がアイルランドのハープ音楽なの

で、指導教授の樋口先生がぜひ参加するよ

うにと助言してくださったのだ。大学院の

ゼミではRISMのKalistoの入力マニュアル
を日本語翻訳するフロジ、ェクトに参加させ

ていただいていたが、 RISMという組織の
活動内容や、同組織と RILMとの関係など
については、ほとんど知識がなかった。

IAMLの国際会議については、樋口先生の
ゼミで拝聴する機会があったが、その時は

自分が参加することになるとは思いもよら

なかった。そもそも国際会議に参加するこ

と自体が初めての経験だったが、渡航前に

IAML日本支部の先生方が色々と細やかに
気を遣ってくださったので、不安に感じる

ことは少なかった。

なるべく安い航空券を探した結果、エ

ティハド航空を利用し、アブダピ経由でダ

ブリンへ。ダブリン空港に鉄道は通ってい

ないので、バスで、市街地のオコネル・スト

リートまで向かう。そとから少し北のロ

トゥンダを横切って滞在先のマルドロンホ

テルへ。ロトウンダはブリテン島およびア

イルランド島で最古の産科病院に併設され

た円形の広間で、 18世紀にはロトウンダ・

コンサートという大規模な定期演奏会が開

かれていた。論文で研究対象としていた建

物を直接見るととができて感動した。マル

ドロンホテルは、日本のビジネスホテルの

ようなところで、お手頃な{而格にもかかわ

らず(ひとり一泊約3500円)、設備も整っ

ていてきれいな部屋だった。 4年前に泊っ

た薄汚いB&Bよりもず、っと快適だった。

2012年2月29日

リフィ)11の夕暮れ(@k.t.)

ホテル到着後、荷物を置いてすぐオープ

ニング・レセプションの会場に向かう。オ

コネル・ストリートからリフィ川ヘ。ダブ

リン市を東西に流れるこの川は、よく見る

とあまりきれいではないのだが、ダブリン

で最も好きな場所で、いつも時を忘れて件

んでしまう D 橋を渡って少し歩くと、 IAML
の会場であるトリニティ・カレッジがある。

1592年にエリザベス l世によって設立さ

れた歴史ある大学のひとつだ。期待に胸を

膨らませながらキャンパスに足を踏み入れ

ると、会場があると思われる建物は真っ暗

で施錠されており、関係者らしき人がどこ

にも見当たらない。これはどうしたものか

と30分以上さまよっていると、学者風の

人を発見したので、おそるおそる声をかけ

てみた口すると私たちと同様に迷っていた

IAMLの会員の方で、ほんとうの会場を知っ
ている方が同行しており、無事に会場まで

案内してくれた。レセプションの会場は、

オープニング・レセプションにて

金津支部長、筆者、荒川副支部長((C)k.t.) 
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大学から 10分ほど離れたシティホールだっ

た。会場には金津先生、荒川先生、藤堂先

生が既にいらっしゃって、 IAMLのフルー
リ会長やRISMのカイル先生にご紹介いた
だけた。フルーリ会長は気さくに話しかけ

てくださるだけでなく、東日本大震災につ

いて心を痛めてくださっており、細やかな

気配りのできる方だと心服した。

翌日の早朝からIAML会議が始まった。
8時半からのイントロダクションに参加、

オープニングセッションを聞いた後、お昼

にはRILMのランチミーテイングに出席さ
せていただいた。午後にはケルティック・

ソングの研究報告があって、グラスゴーの

王立スコティッシュ・アカデミーの方の報

告が印象的だ、った。その後のナショナル・

レポートで、金津先生が私のことをアイ

リッシュ・ハープ奏者としてど紹介してく

ださった。そのおかげで、一部の参加者の

方に覚えていただき、話しかけていただけ

た。アメリカ議会図書館の方で、ちょうど

持っていた自分の録音を渡したら、なんと

後日ご勤務先の図書館に寄贈していただ

き、カタログ登録までしていただけた。

会期中「どうして日本人なのにアイリッ

シュ・ハープを演奏し、研究しているのか」

と何度も尋ねられる乙とがあった。アイ

リッシュ・ハープは 19世紀に伝統が途絶

えた後、復興がはじまったのは 1980年代

のアメリカからだった。アイルランドでは、

21世紀に入ってから古いタイプのアイリッ

シュ・ハープのサマースクールが毎年開催

されている。そこに参加しているのは、ア

Powers仁ou代から見たWicklowmountain (@k.t.) 
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1¥ープを弾くブレンダ((tk.t.) 

メリカ、フランスやスペイン、ドイツ、ス

イス、ロシア、日本からが大半で、意外な

ことに現地アイルランド人は少数に限られ

ている口アイルランドには外国人をひきつ

けてやまない不思議な魅力があるのではな

いだろうか。そんなことをふと考えた。

大会2日目はRILMのセッションに参加、
その後オカハンとヴァレリーによるアイル

ランド音楽に関する研究報告を聞いた。オ

カハンの発表は、 1920年代にアイルラン

ドで民謡収集(録音)を行っていたノル

ウェ一人のサンドヴィックについてのお

話。今まで知らなかったトピックだったの

で大変勉強になった。夜は大学内のイグザ

ミン・ホールで、バルトークやアイルラン

ドの作曲家のプログラムによる素晴らしい

コンサートがあった。

大会3日目のセッションでは、アイルラ

ンドのカントリーハウスに眠っている音楽

資料の調査をされている方の発表があり、

アイルランドの音楽資料研究の広がりを感

じることができた。午後は遠足で、郊外の

パワーズ・コートヘO 天気も良すぎるぐら

いで、遠景にウィックロウの山を望む広大

な敷地を誇る庭園を散策して開放的な気分

になれた。

遠足からダブリン市内に帰ってくると、

トリニティ・カレッジの前でアイリッシュ・



シボーン・アームストロング氏らによる演奏(@k.t.)

ハープを弾く老婦人がいた。 4年前にサマー
スクールで一緒にハーフ。を学んだブ、レン夕、

で再会の喜びをわかちあった。夜は悶LM

のレセプション、会場はHugh& Nesbittと
いうアイリッシュ・パブ。狭いスペースに

はみ出しそうなくらい大勢の人が集まっ

て、賑々しい雰囲気で楽しかった。一歩も

身動きが取れないくらいの状態で、デン

マークの王立図書館の司書の方とフルーリ

会長と親しく話すととができた。会長はア

イルランドの経済危機についても憂慮され

ており、「今回の国際会議の開催によって、

少しでもアイルランドの経済が潤えばいい

ね」とおっしゃっていた。

4日日の夕べには、アイリッシュ・ハー

プと歌、フィドルとフルートのコンサート

がイグザミン・ホールで開催された。解説

はアイルランド伝統音楽アーカイブ(ITMA)

館長のニコラス・カロランで、 1724年に

ニール父子が出版した曲集からのプログラ

ム。ちょうど私が博士論文で、扱った資料

だ、ったので、とても興味深い内容だった。

アイリッシュ・ハープを演奏していたのは

アイルランド・ヒストリカル・ハープ協会

会長のシボーン・アームストロング。かつ

て樋口先生からご紹介いただき、 2008年

に明治学院大学バッハ・アカデミーの招鳴

で来日された時、京都で共演させていただ

いたことがある。彼女はトリニティ・カレッ

ジに所蔵されている現存する最古のアイ

リッシュ・ハープのレプリカを演奏した。

ちなみに、今年の 5月にエリザベス 2世が

トリニティ・カレッジを訪問した時にも、

2012年2月29日

オリジ、ナル楽器の前で、ハーフ。を演奏したと

いう。

最終日 6日目は朝からニコラス・カロラ

ンの研究報告を聞きに行った。お話が終

わった後で、彼とヴァレリーに話しかけて

みた。ヴァレリーは博士論文をITMAに置

いてもらったらいいのではないかとアド

ヴアイスしてくれた。

会の最後に、フェアウェル・ディナーに

参加した。その会場はドーソン通りのマン

ション・ハウスといって、 1821年にジョー

ジ4世がアイルランドを公式訪問した時の

滞在先口当時4人の盲目のアイリッシュ・

ハーフ。奏者が、王の前で演奏したという記

録が残されている。往時のハーフ。奏者たち

への思いをはせながら、学会最後の夜の素

敵な思い出となった。

(てらもと けいすけ)

フェアウェル・ディナー

クリストフ・ヴォルフ氏、金津支部長、伊藤真理氏(<9m.k.) 

フェアウェル・ディナ一会場マンション・ハウス(<9k.t.) 
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国立国会図書館の組織再編

2011年 10月 1日付で、利用者サービス部

音楽映像資料謀が新設された。旧資料提供部

と主題情報部が統合されて利用者サービス部

となり、その中に人文謀、政治史料課などと

並んで、音楽映像資料課が置かれた。業務内

容は以下のとおり。

①所管資料に係る保管、保存、閲覧、複写、

貸し出し、レフアレンス及び証明

②音楽・映像資料室及び電子資料室の管 理、

運営、参考資料の選定

③所属書庫の管理

昭和音楽大学で開講される司書養成コースについて

昭和音楽大学では 2012年度に司書養成

コースを開講する運びとなった。すでに報道

されている通り、文部科学省は 2008年6月

に図書館法を改正したが、新法のもとでの司

書養成は二つの大きな変化がある。第ーには

司書養成の主流が大学や高等専門学校での専

門教育に移ったこと、第二には必要単位が20

単位から 24単位に引き上げられ、 4単位分

を各教育機関で独自に開発できるようになっ

たことである。図書館法改正を受けての昭和

音楽大学における司書養成コースは音楽系大

学では初めての乙とである。

第51回例会・シンポジウム「ミュージック・ライ

ブラリアンの養成」開催

昨年 12月4日、東京文化会館第一会議室

で行われた第51回例会は 25名の参加者があ

り、近年まれにみる盛況であった。盛りだく

さんの内容は 2時間では収まりきらず、時間

を30分延長しておこなわれた。国立国会図

書館の組織再編や昭和音楽大学における来年

度からの司書養成コース開催予定等、ホット

ニュースも紹介され、会場は熱っぽい雰囲気

につつまれた。(詳細次号)
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新会員

田島克実氏(株式会社トッカータ)

栗林あかね氏(成城大学図書館)

阻LM役員選出

昨年 11月 17日に開かれた役員会で、来期

RILM委員を選出した。いずれも留任。

関根和江、長谷川由美子、山田晴通(敬称略)

国際大会参加と国際会議参加補助基金について

2012年7月22日-27日の日程でカナダ

のモントリオールで開催される IAML国際大

会への積極的な参加をお願いします。

2001年より実施されている国際会議参加

補助基金を使って現在まで5人の方が国際大

会に参加していますが来年も是非派遣したい

と思います。積極的な応募を期待しています。

2012年度支部総会(予定)

2012年度支部総会は、 6月3日(日)東京

文化会館会議室にて開催されます。

お詫びと訂正

前号 (42号)中、第50回例会報告をご執

筆いただきました中西紗織氏のお名前に誤りが

ありました。謹んでお詫び申しあげます。

[誤]4-'西沙織 → [正]中西紗織
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